
令和３年１１月３０日 

交通事業者の現状について 

１ 全国的な状況（経営環境）

２ 全国的な状況（運転士不足）

３ 京都市交通局の状況 

４ 京阪グループ バス事業の状況 

交通事業者は全国的に非常に厳しい状況にあり，山科区においても，行政・交通事業者・

市民の皆様など幅広い関係者が協働し，市民生活を支える交通手段の維持に取り組んでい

く必要がある。 

資料５





１ 全国的な状況（経営環境） 

◆社会の存続基盤の維持困難化 

・人口減少，高齢化 

・新型コロナウイルス感染症 

生活必需サービスを支える公共交通や国・地域にとって重要な産業

である観光産業は大きな打撃 

社会の存続基盤と言える産業の持続が困難なものとなるおそれがある 

◆地域公共交通への影響 

地域公共交通の影響は非常に厳しい状況 

・コロナ禍以前の令和元年（2019 年）において，全国のバス事業者の約７割が赤字

・加えて，コロナ禍により感染拡大防止のための外出抑制，国際的往来制限を実施

⇒人流の減少，インバウンドの消失など経営環境の激変が生じている 

一般路線バスについては， 

コロナ禍以前から人口減少等の影響により厳しい経営環境 

コロナ禍により，その状況が加速 

緊急事態宣言期間の 2020 年の 4・5月は前年比 50％程度も減少 

緊急事態宣言解除後の 11月以降においても，前年比 20％程度の減少が継続 

→コロナ禍終息後においても，輸送人員はコロナ禍以前と同等には回復しない可能性がある 

令和３年版 国土交通白書参照 



２　全国的な状況（運転士不足）

「地域公共交通をめぐる現状と課題」（国土交通省／令和元年９月）から



３　交通局の状況



４　京阪グループバス事業の状況

※京阪ホールディングス株式会社「2021年3月期 決算説明会資料」から。
※「バス事業」は，京阪バス株式会社ほか6社。


